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所
蔵
資
料

ア

ー

カ

イ

ブ

ズ

を
読
む 

第

22

回 
「
御
府
内
沿
革
図
書
」
を
編
む 

―

地
方
史
料
と
幕
府
編
さ
ん
物
の
邂
逅―

 

荏
原
地
域
文
書
「
弘
化
二
年
八
月 

御
府
内
御
沿
革
ニ
付
取
調
書
上
帳
」 

請
求
番
号
：
荏
原―

３
２
８  

江
戸
幕
府
で
は
業
務
上
・
学
問
上
の
必
要
性
に
応
じ
て
、
実
に
様
々
な
編
さ
ん
物

を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
中
世
段
階
で
は
武
家
政
権
に
よ
る
編
さ
ん
事
業
は
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
長
期
政
権
に
よ
る
平
和
の
実
現
と
学
問
の
進
歩
、
幕

臣
の
官
僚
化
や
学
者
の
登
用
が
も
た
ら
し
た
江
戸
幕
府
特
有
の
事
業
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。
こ
れ
ら
の
編
さ
ん
物
は
現
在
に
伝
わ
る
も
の
が
多
く
、
当
館
所
蔵
の
江
戸
明

治
期
史
料
に
も
「
御
府
内
備
考

ご

ふ

な

い

び

こ

う

」
や
「
御
府
内
沿
革
図
書

ご

ふ

な

い

え

ん

か

く

ず

し

ょ

」（
以
下
、「
沿
革
図
書
」

と
い
う
）
が
江
戸
幕
府
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

編
さ
ん
（
編
纂
）
と
は
「
纂 あ

つ

め
て
編 あ

む
」
と
書
く
と
お
り
、
材
料
と
な
る
情
報
や

資
料
を
収
集
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、
先
述
の
「
御
府
内
備
考
」

編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
は
、
基
礎
資
料
と
し
て
江
戸
の
町
名
主
や
寺
社
に
提
出
さ
せ
た

「
町
方
書
上
」「
寺
社
書
上
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
現
在
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、「
沿
革
図
書
」
に
つ
い
て
は
編
さ
ん
過
程
で
作
成
さ
れ
た
史
料

は
体
系
的
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
館
の
「
荏
原
地
域
文
書
」（
全
八
〇
五
点
）
の

中
に
は
そ
の
過
程
を
伝
え
る
史
料
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
荏
原
地
域
文

書
」
と
は
、
馬
込
領
谷
山

や

や

ま

村
の
名
主
・
海
老
沢
家
旧
蔵
の
文
書
が
大
部
分
を
占
め

る
、
当
館
で
は
唯
一
の
地
方

じ

か

た

史
料
群
で
す
。
谷
山
村
は
現
在
の
五
反
田
駅
西
側
一
帯

と
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
二
か
所
に
分
か
れ
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。 

今
回
は
こ
の
「
荏
原
地
域
文
書
」
の
中
か
ら
、「
沿
革
図
書
」
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て

村
方
で
村
内
を
調
査
し
、
作
成
・
提
出
さ
れ
た
「
弘
化
二
年
八
月 

御
府
内
御
沿
革

ニ
付
取
調
書
上
帳
」（
以
下
、
本
史
料
と
い
う
）
を
読
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

１ 

資
料 

荏
原
地
域
文
書
「
弘
化
二
年
八
月 

御
府
内
御
沿
革
ニ
付
取
調
書
上
帳
」 

（
請
求
番
号
：
荏
原―

３
２
８
）  
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２ 

解
読
文 
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３ 

読
み
下
し
文 

（
表
紙
） 

「 

弘
化
二
年 

御
府
内
御
沿
革
ニ
付
取
調
書
上
帳 

巳
八
月 

谷
山
村 

」 

 

谷
山
村 

名
主 助

右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

好
太
郎 

支
配
所 

「
弐
百
廿

（

朱

書

き

）

八
」 

一
、
弐
畝
歩 

右
は
柳
生
但
馬
守
様
上
大
崎
村
入
会 

御
抱
屋
敷
、
起
立
年
月
相
知
れ
申
さ
ず
、 

前
々
よ
り
御
所
持
に
御
座
候 

「
弐
百
廿

（

朱

書

き

）

九
」 

一
、
土
橋

長
六
間

巾
弐
間 

壱
ヶ
所 

右
は
上
大
崎
村
谷
山
村
両
持
場
御
普
請
所
、 
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字
立
会
境
橋
と
相
唱
、
前
々
板
橋
に
御
座
候
処
、 

天
保
二
卯
年
土
橋
に
仰
せ
付
ら
れ
候 

「
弐
百
三

（

朱

書

き

）

十
」 

一
、
悪
水
落
込
字
目
黒
川
、
巾
六
間
程
に 

御
座
候 

「
弐
百
三

（

朱

書

き

）

十
壱
」 

一
、
字
目
黒
道
九
尺
に
御
座
候 

「
弐
百
三

（

朱

書

き

）

十
弐
」 

一
、
林
壱
反
八
畝
三
歩 

右
は
享
保
十
七
子
年
御
検
地
高
入
新
田
に 

相
成
申
候 

「
弐
百
三

（

朱

書

き

）

十
三
」 

一
、
御
見
捨
地
弐
畝
歩 

右
は
死
馬
捨
場
に
御
座
候 

右
之
通
御
座
候
、
以
上 

巳
九
月 

谷
山
村 

名
主 助

右
衛
門
（
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

好
太
郎
（
印
） 

４ 

資
料
解
説 

ま
ず
は
、
本
史
料
が
作
成
さ
れ
た
背
景
か
ら
ご
説
明
し
ま
す
。
冒
頭
で
も
述
べ
た

と
お
り
、
本
史
料
は
「
沿
革
図
書
」
の
編
さ
ん
過
程
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
編

さ
ん
を
担
当
し
た
の
は
江
戸
幕
府
の
普
請
方
と
い
う
、
主
に
江
戸
の
イ
ン
フ
ラ
管
理

や
土
木
に
関
す
る
業
務
を
請
け
負
っ
た
役
所
で
、
江
戸
各
地
の
来
歴
を
調
査
し
、
そ

の
変
遷
を
文
字
と
絵
図
に
起
こ
す
形
で
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

も
っ
と
も
、「
御
府
内
沿
革
図
書
」
と
い
う
書
名
は
通
称
で
、
正
式
に
は
前
半
の

「
御
府
内
往
還
其
外
沿
革
図
書
」
十
五
部
十
五
冊
と
後
半
の
「
御
府
内
場
末
往
還
其

外
沿
革
図
書
」
七
部
二
十
六
冊
に
分
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
後
者
に
は
文
久
年
間

（
一
八
六
一
～
六
三
）
に
追
加
調
査
さ
れ
た
分
の
「
壱
之
部
」
三
冊
が
加
わ
り
ま

す
。
こ
の
書
名
の
違
い
は
対
象
と
す
る
地
域
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
、
前
者
は
武
家

地
や
町
地
か
ら
な
る
江
戸
中
心
部
、
後
者
は
村
も
入
り
組
む
場
末
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
基
本
的
な
構
成
に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
沿
革
図
書
」
の
編
さ
ん
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
老
中
牧
野
忠
精

た
だ
き
よ

の
命
に

よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
八
年
十
二
月
、
七
冊
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
倹
約
令
に

よ
り
一
時
中
断
さ
れ
ま
す
。
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
に
老
中
水
野
忠
成

た
だ
あ
き
ら

の
命
で
再

開
さ
れ
る
と
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
全
二
十
二
部
四
十
一
冊
が
完
成
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
浅
草
南
部
や
本
郷
、
本
所
・
深
川
ま
で
調
査
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た

た
め
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
か
ら
追
加
調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果

三
冊
が
加
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
普
請
方
が
作
事
方
と
い
う
主
に
建
築
を
管
轄
し
て

い
た
役
所
に
統
合
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
追
加
調
査
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

幕
府
の
瓦
解
に
よ
っ
て
「
沿
革
図
書
」
編
さ
ん
事
業
は
再
開
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ

り
を
告
げ
ま
し
た
。 



東京都公文書館ホームページ 所蔵資料（アーカイブズ）を読む 22 

8 

© Tokyo Metropolitan Archives. All rights reserved. 

さ
て
、
こ
れ
ら
の
前
提
を
ふ
ま
え
た
上
で
本
史
料
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
本
史
料
を
作
成
し
た
谷
山
村
は
ち
ょ
う
ど
朱
引
の
外
側
、
つ
ま
り
江
戸
の
外
側

に
位
置
す
る
村
で
す
が
、「
沿
革
図
書
」
の
対
象
地
域
に
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
普
請

方
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
普
請
方
よ
り
詳
細
な

指
示
が
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、「
御
府
内
御
沿
革
取
調
書
帳
（
雛
形
） 

海
老
沢
」

（
請
求
番
号
：
荏
原―
３
３
０
）
に
書
き
写
さ
れ
て
い
ま
す
。 

作
成
時
期
を
見
る
と
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
と
、
ち
ょ
う
ど
「
沿
革
図
書
」
の

編
さ
ん
事
業
が
再
開
さ
れ
て
い
た
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
作
成
者
は
村
の
名
主
の
助

右
衛
門
と
好
太
郎
で
す
。
以
下
、
村
内
で
の
調
査
事
項
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。 項

目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
①
柳
生
藩
抱
屋
敷
、
②
土
橋
（
境
橋
）、
③

目
黒
川
、
④
目
黒
道
、
⑤
林
高
入
新
田
、
⑥
死
馬
捨
場
の
六
つ
で
す
。
こ
の
う
ち
、

谷
山
村
に
お
い
て
来
歴
が
判
明
し
て
い
る
の
は
②
と
⑤
で
す
。
①
に
つ
い
て
は
来
歴

不
明
な
が
ら
面
積
は
二
畝
（
約
二
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
こ
と
、
以
前

よ
り
の
屋
敷
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
②
は
目
黒
川
に
架
か
る
橋
で
す
。

谷
山
村
と
上
大
崎
村
共
同
で
管
理
さ
れ
て
い
る
橋
で
、
元
々
は
木
橋
だ
っ
た
も
の
を

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
土
橋
へ
改
修
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
③
・
④
は
そ

れ
ぞ
れ
目
黒
川
と
目
黒
道
の
幅
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
沿
革
に
関
わ
る
情
報
は
特

に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
⑤
で
は
、
林
が
新
田
に
開
発
さ
れ
、
享
保
十
七
年
（
一
七

三
二
）
に
検
地
を
受
け
て
村
高
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す

１

。
⑥
の
死
馬

捨
場
も
来
歴
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
分
か
る
の
は
二
畝
と
い
う
面
積
の
み
で
す
。 

こ
う
し
て
各
村
で
書
き
上
げ
ら
れ
た
調
査
結
果
は
、「
領
」
ご
と
に
と
り
ま
と
め
て

普
請
方
役
所
へ
提
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
領
」
と
は
後
北

条
氏
の
地
域
支
配
の
枠
組
み
に
由
来
す
る
、
関
東
特
有
の
地
域
支
配
単
位
で
す
。
紛

ら
わ
し
い
の
で
す
が
、
特
定
の
領
主
の
支
配
領
域
を
表
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

南
品
川
宿
の
名
主
・
利
田

か

が

た

家
旧
蔵
の
文
書
群
に
残
る
「
弘
化
二
年
沿
革
御
調
ニ
付
品

川
領
宿
村
書
上
控
」（
立
正
大
学
所
蔵
・
品
川
歴
史
館
寄
託
「
利
田
家
文
書
」
１
３―

２
４
８
）
に
は
品
川
領
で
の
調
査
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
は

文
言
は
少
し
異
な
る
も
の
の
、
本
史
料
の
内
容
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
冒
頭
で
述

べ
た
と
お
り
谷
山
村
は
馬
込
領
の
村
で
し
た
が
、
周
辺
に
は
上
大
崎
村
や
桐
ヶ
谷
村

な
ど
品
川
領
の
村
が
多
く
複
雑
に
入
り
組
ん
で
お
り
、
関
係
性
も
密
接
で
あ
る
こ
と

か
ら
品
川
領
で
の
調
査
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
一
つ
書
き
の

右
側
に
付
さ
れ
て
い
る
朱
書
き
の
番
号
も
、
品
川
領
内
で
の
通
し
番
号
に
対
応
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
本
史
料
の
形
態
に
注
目
す
る
と
、
差
出
人
名
の
下
や
裏
表
紙
の
綴
じ
部
に

印
が
捺
さ
れ
る
な
ど
正
式
な
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
品
川
領
の

担
当
者
へ
提
出
し
、
取
り
ま
と
め
完
了
後
に
返
却
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
う
し
た
村
で
の
調
査
の
成
果
が
、「
沿
革
図
書
」
編
さ
ん
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
御
府
内
場
末
往
還
其
外
沿
革
図

書
十
六 

三
冊
之
内
中 

弘
化
三
午
年
九
月
調
」（
請
求
番
号
：
Ｚ
Ｈ―

７
２
０
）
の

「
目
黒
行
人
坂
辺
之
部
」
に
は
①
の
柳
生
藩
抱
屋
敷
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ
ま
す

が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
谷
山
村
の
土
地
を
抱
屋
敷
と
し
た
こ
と
が
書
か
れ

て
お
り
、
来
歴
不
明
と
さ
れ
て
い
た
谷
山
村
で
の
調
査
よ
り
も
情
報
が
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
他
村
で
の
調
査
や
普
請
方
役
所
に
残
る
記
録
に
よ
っ

て
抱
屋
敷
の
所
有
時
期
が
判
明
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
御
府
内
場

末
往
還
其
外
沿
革
図
書
十
六 

三
冊
之
内
下 

弘
化
三
午
年
九
月
調
」（
請
求
番
号
：  
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「
御
府
内
場
末
往
還
其
外
沿
革
図
書
十
六 

三
冊
之
内
中 

弘
化
三
午
年
九
月
調
」
内
「
目
黒
行
人
坂
辺
之
部
」
の
記
事
（
右
） 

と
延
享
三
年
（
左
上
）
か
ら
弘
化
三
年
（
左
下
）
で
の
絵
図
の
変
化
（
い
ず
れ
も
部
分
、（
右
）
と
（
左
下
）
は
一
部
加
筆
） 

          

Ｚ
Ｈ―

７
２
１
）
の
「
松
平
兵
部
下
屋
敷
辺
之
部
」
に
は
、
⑤
と
⑥
に
関
す
る
記
載

が
確
認
で
き
ま
す
。
死
馬
捨
場
に
つ
い
て
は
立
地
情
報
の
み
の
記
載
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
新
田
に
つ
い
て
は
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
五
）
に
高
入

た
か
い
れ

さ
れ
た
こ
と
が

書
か
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
谷
山
村
で
の
調
査
内
容
と
一
致
す
る
記
述
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
②
・
③
・
④
の
よ
う
な
内
容
は
「
沿
革
図
書
」
に
は
反
映
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
普
請
方
よ
り
出
さ
れ
た
調
査
項
目
の
指
示
の
中
に
は
確
か
に
含
ま
れ
て

い
る
も
の
で
、
土
木
を
管
轄
す
る
普
請
方
の
性
質
上
、
調
査
項
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い

た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

「
沿
革
図
書
」
は
江
戸
府
内
の
土
地
利
用
の
来
歴
を
調
べ
る
上
で
は
最
初
に
参
照

さ
れ
る
基
本
的
な
史
料
と
し
て
、
現
在
で
も
高
い
価
値
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背

景
に
注
目
す
る
と
、
普
請
方
役
人
に
よ
る
編
さ
ん
業
務
と
、
そ
の
前
提
と
な
る
地
域

住
民
か
ら
の
調
査
書
類
の
提
出
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
沿

革
図
書
」
の
完
成
本
は
二

部
作
成
さ
れ
、
一
部
は
江

戸
城
内
の
紅
葉
山
文
庫
へ

納
め
、
も
う
一
部
は
普
請

方
の
控
え
と
さ
れ
ま
し

た
。
当
館
に
伝
来
す
る
も

の
は
後
者
で
、
こ
う
し
た

幕
府
が
作
成
し
た
江
戸
の

行
政
に
関
す
る
史
料
は
、

江
戸
の
統
治
に
関
わ
っ
て

い
た
幕
府
の
各
役
所
か

ら
、
東
京
を
管
轄
す
る
こ

と
と
な
る
東
京
府
へ
と
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
本
史
料
を
は
じ

め
と
す
る
「
荏
原
地
域
文

書
」
は
、
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
当
館
が
所
蔵
す
る
も
の
で
す
。
元
来

別
々
に
作
成
・
保
管
さ
れ
て
い
た
本
史
料
と
「
沿
革
図
書
」
の
完
成
本
は
、
奇
し
く

も
共
に
東
京
都
公
文
書
館
と
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
施
設
の
所
蔵
資
料
と
な
る
運
命
を

た
ど
っ
た
の
で
す
。 

   

「沿革図書」編さんの基礎資料である「弘化二年八月 御府内御沿革ニ付取調書上帳」（左）

と完成本の「御府内場末往還其外沿革図書十六 三冊之内下 弘化三午年九月調」（右） 
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【
主
要
参
考
文
献
】 

品
川
古
文
書
研
究
会 

編
『
武
蔵
国
荏
原
郡
品
川
宿
基
礎
史
料
集
』（
品
川
古
文
書
研

究
会
、
二
〇
〇
五
年
） 

東
京
都
品
川
区 

編
『
品
川
区
史 

資
料
編
』（
東
京
都
品
川
区
、
一
九
七
一
年
） 

品
川
区
立
品
川
歴
史
館 

編
『
大
崎
・
五
反
田―

徳
川
幕
府
直
轄
領
の
村
々―

』（
品

川
区
立
品
川
歴
史
館
、
二
〇
一
七
年
） 

「
解
題
」（
東
京
市
役
所 
編
『
御
府
内
沿
革
図
書 

第
一
篇
上
』
東
京
市
役
所
、
一

九
四
〇
年
） 

東
京
都
公
文
書
館 

編
『
御
府
内
沿
革
図
書
目
録
』（
東
京
都
公
文
書
館
、
一
九
七
三

年
） 

福
井
保
『
江
戸
幕
府
編
纂
物 

解
説
編
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
） 

 

【
史
料
情
報
】 

「
弘
化
二
年
八
月 

御
府
内
御
沿
革
ニ
付
取
調
書
上
帳
」（
荏
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８
）
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０
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図
書
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三
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九
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調
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内
場
末
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図
書
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三
冊
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内
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弘
化
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午
年
九
月
調
」

（
Ｚ
Ｈ―

７
２
１
）

h
ttp

s://w
w

w
.arch

ives.m
etro

.to
kyo

.lg
.jp

/d
etail?

cls=
co

llectio
n

_0
1

&
p

key=
0

0
0

1
0

1
5

1
4 

––––––––––––––––––––––––– 

１ 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
谷
山
村
は
享
保
五
年
に
検
地
を
受
け
た
と

さ
れ
て
い
る
。 
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